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① 人工授精回数と注入精子数の削減は、精液採取や希釈および人工授精にかかる労働時間を短縮でき

ることから、養豚生産の大規模効率化に不可欠な基盤技術となる。 

② 必要精子数の削減は、候補種雄豚から成績上位のみを選抜できる。さらに、その選抜種雄豚の精子を

新規凍結保存法で遺伝資源として保存することで、高付加価値生産の基盤技術となる。 

 

【開発目標】 

① 閉鎖型豚舎におけるLED光線管理の母豚管理法は、実用化試験が終了していることから、2017年度末

までに、全国10会場以上で実施される生産者対象の勉強会で、その研究成果を紹介する。 

② 2017年度は、新規精液希釈液について、2農場（母豚総数 5,000頭）において実用化試験を実施する。 

③ 2018年度は、新規精液希釈液をライセンスアウトして、全国の生産者への供給体制を確立する。 

卵受精保持能，子宮・卵管内精子運動調節機構に着眼した効率的ブタ人工授精法の 
開発 

〔研究タイプ〕 
産学機関結集型 Bタイプ 
〔研究期間〕 
平成２６年～２８年（３年間） 

畜産－繁殖 

種雄豚の有効活用と繁殖成績の向上が期待できる人工授精技術は、生産頭数の7割程度にまで普及してき

たが、精液の採取・希釈・保存は煩雑であり、1発情あたり3回以上の人工授精を必要とするなど、技術革新

が必要である。本研究では、人工授精適期に影響する因子を解明し、種付け適期を固定化する繁殖管理法

を開発する。さらに、子宮内で精子正常性が担保される希釈液を開発し、注入精子数を削減する。これらに

より、人工授精にかかる労働時間短縮と種雄豚飼育数の削減を可能として、経済形質の高い種雄豚を用い

た高付加価値豚生産技術を確立する。 

① 全国11農場において、発情発見後12時間毎に異なる雄の精液を用いた人工授精を3回実施し、DigiTag2

法を用いたDNA親子判定試験により、人工授精適期は光環境により影響されることを明らかにした。 

② LED照明に含まれる450nm以下の波長が、母豚のメラトニン、LH、FSH、性ステロイドホルモン分泌を制

御していることを解明し、閉鎖型豚舎においてLEDによる光線管理により種付け適期を周年2回に固定化

する繁殖管理法を確立した。 

③ LED照明による周年固定化された2回の人工授精により、既存技術（蛍光灯照明下で母豚を飼育し、3回

の人工授精）に比較して、産子数が3.8%増加する結果が得られた。 

④ 子宮内腔粘液のメタボローム解析から、子宮内環境で精子が長時間正常性を担保するメカニズムを解

明し、注入精子数を10億に削減しても既存技術（精子数30～50億）と同等の繁殖成績が得られた。 

⑤ 種雄豚の遺伝資源保存技術の向上のため、新たなブタ精子凍結方法を開発し、それを用いた人工授精

により受胎率100%、平均産子数10.7頭という結果が得られた。 

 

【公表した主な特許・品種・論文】 
① 特願 2017-008241 ブタ精子凍結希釈液用添加剤及びブタ精子の凍結保存方法（出願人：国立大学法

人広島大学，大分県） 

〔研究グループ〕 
広島大学、 
大分県農林水産研究指導センター 
〔研究総括者〕 
広島大学 島田昌之 

本研究で開発した繁殖管理法や精液希釈液は、動物薬剤やホルモン剤を用いることなく、コスト削減と高付

加価値化生産を可能とすることで、日本の養豚業の国際競争力を高めることに貢献する。これにより、生産

者は、安全・安心・高品質な国産豚肉を適正価格で継続的に消費者に提供できる。 

全国 

１ 研究の背景・目的・成果 

２ 研究の内容・主要な成果 

３ 開発した成果の展開方向 

４ 開発した技術・成果が普及することによる国民生活への貢献 

キーワード： 豚、繁殖、人工授精、母豚管理、精子保存 
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問い合わせ先：広島大学  島田昌之 TEL082-424-7899 

（26066B）卵受精保持能，子宮・卵管内精子運動調節機構に着眼した効率的ブタ 
人工授精法の開発 

発情発見日 
夕方AI 

発情発見日 
（離乳4日後） 

発情発見日 
翌日夕方AI 

発情発見日 
翌日朝AI *AI:精子注入 

排卵刺激（LHサージ）が鋭敏化され、
排卵が早期に同期化 

人工授精回数の削減 
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図1 照明環境を蛍光灯からLEDに変更した農場における発情発見日朝の血中ホルモン濃度 
*蛍光灯区に比較して有意差あり（p<0.05） 
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子宮内の精子生存時間を延長し、必要精子数を削減する希釈液の開発に成功 

自然光や蛍光灯から、LED照明に変更し、人工授精回数の削減に成功 

嫌気的解糖系（精子尾部の運動） 

呼吸代謝（精子頸部付近の運動） 直進運動が卵管へ効率的に到達する 

受精の場（卵管）への
低到達率 

排卵刺激（LHサージ）がなだらかなため、排卵が順々に誘起される？ 

副産物：活性酸素 
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グルタチオン 

精漿含有        精漿中低値 

システイン（Cys）とグリシン（Gly）添加によりグルタチオンが合成され、精子は抗酸化能を獲得 
既存技術（精子数50億，人工授精3回）から精子数10億、人工授精2回で同等の繁殖成績を実現。 

精
子
直
進
速
度

（
μm

/s
ec

）
 

図2 システイン添加希釈液で7日間保存した精子の直進速度 
*システイン添加により有意差あり（P<0.05） 

精漿不含 

今後の展開と国民生活への貢献 

閉鎖型豚舎（臭気対策＋LED光線管理）       2017年度に大規模実証試験 

環境汚染↓＋生産頭数増↑ 
母豚管理法の確立 ＋ 人工授精の精子数削減 

種雄の選抜強化 

雄豚コスト↓＋高付加価値↑ 
＝ 

国内養豚業の
競争力強化 
消費者の味覚
ニーズに合致し
た豚肉の供給  
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（閉鎖型豚舎） 

精子生存時間の短縮 
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